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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成22年7月15日(2010.7.15)

【公開番号】特開2009-930(P2009-930A)
【公開日】平成21年1月8日(2009.1.8)
【年通号数】公開・登録公報2009-001
【出願番号】特願2007-165025(P2007-165025)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ  29/46     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/12     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ  29/46    　　　Ｃ
   Ｂ４１Ｊ  29/38    　　　Ｚ
   Ｇ０６Ｆ   3/12    　　　Ｋ
   Ｇ０６Ｔ   1/00    ３１０Ａ
   Ｈ０４Ｎ   1/00    １０６Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成22年5月31日(2010.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上位装置からの画像記録情報である基準画像データに基づいて、シート状の記録媒体に
おける片方の面である第一面と当該第一面の裏面である第二面との両面に対し記録処理を
行う画像記録装置において、
　前記記録媒体の前記第一面に対する前記記録処理が行われた後に、第一の検査画像デー
タの取得として、当該記録媒体の前記第二面に対する前記記録処理が行われる前の当該記
録媒体の当該第二面を撮像する第一の検査画像取得部と、
　前記記録媒体の前記第一面及び前記第二面の両面に対する前記記録処理が行われた後に
、第二の検査画像データの取得として、当該記録媒体の当該第二面を撮像する第二の検査
画像取得部と、
　前記基準画像データ、前記第一の検査画像データ、及び前記第二の検査画像データに基
づいて、前記記録媒体の前記第二面に対する記録処理での記録不良を検査する記録不良検
査部と、を少なくとも備える、ことを特徴とする画像記録装置。
【請求項２】
　前記第一の検査画像取得部が前記第一の検査画像データを取得するときの位置から前記
第二の検査画像取得部が前記第二の検査画像データを取得するときの位置まで前記記録媒
体を搬送する間、当該記録媒体を継続して支持する媒体支持部材を更に備える、ことを特
徴とする請求項１に記載の画像記録装置。
【請求項３】
　前記記録不良検査部は、前記第二の検査画像データと、前記第一の検査画像データ及び
前記基準画像データに基づいた推定により得られる当該第二の検査画像データの推定結果
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とを比較することによって前記記録不良を検査する、ことを特徴とする請求項１に記載の
画像記録装置。
【請求項４】
　前記記録不良検査部は、前記第一の検査画像を構成している各画素と前記基準画像のう
ち前記第二面に対し前記記録処理が行われるものを構成している各画素との間で当該第二
面上における位置が相互に対応している一対の画素のうち輝度値が低い方を画素毎に選択
し、当該選択された画素を並べることによって前記第二の検査画像を推定して前記推定結
果を得る、ことを特徴とする請求項３に記載の画像記録装置。
【請求項５】
　前記記録不良検査部は、前記基準画像データと、前記第一の検査画像データ及び前記第
二の検査画像データに基づいた推定により得られる当該基準画像データの推定結果とを比
較することによって前記記録不良を検査する、ことを特徴とする請求項１に記載の画像記
録装置。
【請求項６】
　前記記録不良検査部は、前記第一の検査画像を構成している各画素と前記第二の検査画
像を構成している各画素との間で当該第二面上における位置が相互に対応している一対の
画素において輝度値の差を画素毎に算出し、当該算出された差を輝度値として画素を並べ
ることによって前記基準画像のうち当該第二面に対し前記記録処理が行われるものを推定
して前記推定結果を得る、ことを特徴とする請求項５に記載の画像記録装置。
【請求項７】
　上位装置からの画像記録情報である基準画像データに基づいて、シート状の記録媒体に
おける片方の面である第一面と当該第一面の裏面である第二面との両面に対し記録処理を
行う画像記録装置により行われる記録不良検出方法であって、
　前記記録媒体の前記第一面に対する前記記録処理が行われた後に、第一の検査画像デー
タの取得として、当該記録媒体の前記第二面に対する前記記録処理が行われる前の当該記
録媒体の当該第二面を撮像し、
　前記記録媒体の前記第一面及び前記第二面の両面に対する前記記録処理が行われた後に
、第二の検査画像データの取得として、当該記録媒体の当該第二面を撮像し、
　前記基準画像データ、前記第一の検査画像データ、及び前記第二の検査画像データに基
づいて、前記記録媒体の前記第二面に対する記録処理での記録不良を検査する、ことを特
徴とする記録不良検出方法。
【請求項８】
　前記記録不良の検査は、前記第二の検査画像データと、前記第一の検査画像データ及び
前記基準画像データに基づいた推定により得られる当該第二の検査画像データの推定結果
とを比較することによって行う、ことを特徴とする請求項７に記載の記録不良検出方法。
【請求項９】
　前記記録不良の検査では、前記第一の検査画像を構成している各画素と前記基準画像の
うち前記第二面に対し前記記録処理が行われるものを構成している各画素との間で当該第
二面上における位置が相互に対応している一対の画素のうち輝度値が低い方を画素毎に選
択し、当該選択された画素を並べることによって前記第二の検査画像を推定して前記推定
結果を得る、ことを特徴とする請求項８に記載の記録不良検出方法。
【請求項１０】
　前記記録不良の検査は、前記基準画像データと、前記第一の検査画像データ及び前記第
二の検査画像データに基づいた推定により得られる当該基準画像データの推定結果とを比
較することによって行う、ことを特徴とする請求項７に記載の記録不良検出方法。
【請求項１１】
　前記記録不良の検査では、前記第一の検査画像を構成している各画素と前記第二の検査
画像を構成している各画素との間で当該第二面上における位置が相互に対応している一対
の画素において輝度値の差を画素毎に算出し、当該算出された差を輝度値として画素を並
べることによって前記基準画像のうち当該第二面に対し前記記録処理が行われるものを推
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定して前記推定結果を得る、ことを特徴とする請求項１０に記載の記録不良検出方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像記録装置、及び、その装置による記録不良検出方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　そこで本発明は、前述した問題に鑑みてなされたものであり、記録媒体両面への記録処
理により裏写りが生じた場合でも、この裏写りを補正して記録不良の検出を精度良く行う
ことが可能な画像記録装置、及び、その装置による記録不良検出方法の提供を目的とする
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　前述した目的を達成するために、本発明の態様のひとつである画像記録装置は、上位装
置からの画像記録情報である基準画像データに基づいて、シート状の記録媒体における片
方の面である第一面と当該第一面の裏面である第二面との両面に対し記録処理を行う画像
記録装置において、記録媒体の第一面に対する記録処理が行われた後に、第一の検査画像
データの取得として、当該記録媒体の第二面に対する記録処理が行われる前の当該記録媒
体の当該第二面を撮像する第一の検査画像取得部と、記録媒体の第一面及び第二面の両面
に対する記録処理が行われた後に、第二の検査画像データの取得として、当該記録媒体の
当該第二面を撮像する第二の検査画像取得部と、基準画像データ、第一の検査画像データ
、及び第二の検査画像データに基づいて、記録媒体の第二面に対する記録処理での記録不
良を検査する記録不良検査部と、を少なくとも備える、ことを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明の別の態様のひとつである記録不良検出方法は、上位装置からの画像記録
情報である基準画像データに基づいて、シート状の記録媒体における片方の面である第一
面と当該第一面の裏面である第二面との両面に対し記録処理を行う画像記録装置により行
われる記録不良検出方法であって、記録媒体の第一面に対する記録処理が行われた後に、
第一の検査画像データの取得として、当該記録媒体の第二面に対する記録処理が行われる
前の当該記録媒体の当該第二面を撮像し、記録媒体の第一面及び第二面の両面に対する記
録処理が行われた後に、第二の検査画像データの取得として、当該記録媒体の当該第二面
を撮像し、基準画像データ、第一の検査画像データ、及び第二の検査画像データに基づい
て、記録媒体の第二面に対する記録処理での記録不良を検査する、ことを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明によれば、記録媒体両面への記録処理により裏写りが生じた場合でも、この裏写
りを補正して記録不良の検出を精度良く行うことが可能な画像記録装置、及び、その装置
による記録不良検出方法を提供することができる。
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